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「日本語が話せないから」と断られて…
「佐賀のバルーンフェスタに行きました」「菊池渓谷で紅葉をみま

した」…。合志市幾久富にあるYMCAむさしセンターで毎週金曜日
に開催している「YMCA日本語おしゃべりの会」では、家族の仕事の
都合などで台湾から来日した皆さんが、国際交流に関心のある日
本人参加者との会話を楽しみながら日本語や日本文化を学んでい
ます。��月のこの日は台湾からの参加者が「先週自分が訪れた場
所」をテーマに話し、日本語の表現についてアドバイスを受けていま
した。
　昨年��月に始まったYMCA日本語おしゃべりの会にオープニング
当初から参加している許筱緯さん。周りからはジェシカさんという
愛称で呼ばれています。昨年�月に来日し、その数カ月後に当時幼
稚園の年長だった長男の林竫豐（愛称はジェイミー）さんがむさし
センターの水泳教室に通い始めました。「はじめは他のスイミング
スクールに申し込もうとしたのですが、息子が日本語を話せないこ
とを理由に断られてしまったんです」。ショックを受けたジェシカさ
んが友人に紹介されたのがYMCAでした。「むさしセンターのスタッ
フの皆さんはとても親切でした。外国人である私たちに熱心に説明
してくれたんです」。その後、ジェシカさんら台湾から来日された皆さ
んより「日本語を学びたい」という要望があり、それに応えてYMCA
日本語おしゃべりの会が誕生しました。

大きな決断を経て感じた子どもの成長
ジェシカさんは、ジェイミーさんの小学校進学を前に、ある決断をします。

他の台湾の子どもたちがインターナショナルスクールに通う中、ジェイミーさ
んを地域の公立小学校に入学させたのです。

「小学校に入学するまでは、すべて英語で話す幼稚園に通っていましたし、
学校には台湾人の友だちはいません。でも、私たちが日本にいるのは�～�年
間。せっかく今、日本にいるのだから日本人の文化や心を学んでほしいと思い
ました」とジェシカさん。「夫は心配していました」と言いますが、ジェイミーさ
んは小学校の同級生と遊ぶのはもちろん、最近では友だちと口喧嘩ができる
ほどに日本語が上達したそう。「『〇〇に行ってくるけん』と、熊本弁を話し始
めた時は驚きました」と笑います。「私が息子を地域
の学校に行かせるという決断ができたのも、息子が
幼稚園の時からYMCAで日本語や日本文化にふれ
ていたから。今のジェイミーの姿を見て、夫も安心し
ています」。

今年��月、ジェイミーさんは水泳教室に通う子ど
もたちが練習の成果を発表するYMCAスイミング
フェスティバルに参加しました。「あまり泳げなかっ
たジェイミーがどんどん上手になって、『今日はク
ロールで��m泳げるようになったよ』と教えてくれた
りします。本人の自信につながっているようです」。

みんなに参加してほしいYMCA活動
YMCA日本語おしゃべりの会では、季節にちなんだ料理やお菓子の試食を

することも。この日は職員がつくった高菜ご飯と、日本語ボランティアの参加
者自作の干し柿を堪能しました。「毎回、食べ物を準備してもらってばかりで
申し訳ないと思っていました。でもYMCAのスタッフは『おしゃべり会は私たち
の趣味のようなものだから気にしないで』と言ってくれるんです」。少人数から
始まったYMCA日本語おしゃべりの会は少しずつ参加者が増え、�月に行われ
たむさしセンターのチャリティプログラムでは、台湾の皆さんの協力によるス
イーツの出店も行われるなど、おしゃべり会の枠を超えたYMCA活動への参
画もはじまっています。

ジェイミーさんの学校から出された宿題が難しい時には、YMCAの職員に
相談することもあるというジェシカさん。��月からは、おしゃべり会よりも専
門的に日本語の基礎を学ぶことができる「YMCAやさしい日本語倶楽部」にも
参加予定です。「YMCAで初めて知り合った台湾の人もいます。台湾から来た
人にはみんなに、YMCAの活動に参加してもらいたいですね。YMCAでつな
がった皆さんは、友人や家族のような存在です」と話してくれました。　

熊本YMCAは、外国から熊本に転入してくる人たちに対して、生活の不安を
払拭して熊本での生活がより豊かになるようにお手伝いする中で、一人ひとり
の心のつながりが深まり、広がることを願っています。
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スイミングフェスティバルで
記録証をもらったジェイミーさん

Pickup
スポーツ
フェスティバル

スイミングフェスティバル 体操フェスティバル サッカーフェスティバル

YMCA日本語おしゃべりの会参加者
むさしセンター水泳教室保護者 許 筱緯 さん
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社会医療法人愛育会福田病院   （有）阿蘇管理センター   阿蘇ワイズメンズクラブ   （株）岩永組   （有）梅井工務店   喜秀苑   熊本草葉町教会   熊本県キャンプ協会   熊本ジェーンズ
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国際協会第��回西日本区大会聖日礼拝参加者
その他 匿名の方など
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　貧困をなくそう　　飢餓をゼロに　　すべての人に健康と福祉を　　質の高い教育をみんなに　　ジェンダー平等を実現しよう　　安全な水とトイレを世界中に　　エネルギーをみんなに そしてクリーンに　　働きがいも 経済成長も　　産業と技術革新の基盤をつくろう
　人や国の不平等をなくそう　　住み続けられるまちづくりを　　つくる責任 つかう責任　　気候変動に具体的な対策を　　海の豊かさを守ろう　　陸の豊かさも 守ろう　　平和と公正をすべての人に　　パートナーシップで目標を達成しよう
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YMCA阿蘇キャンプ開設��周年記念募金を����年�月から����年��月末
まで実施しました。募金は総額�,���,���円、のべ���件の皆様・団体様から
寄せられました。この募金は、主にYMCA阿蘇キャンプ���周年に向けた施設
の改修と熊本地震の際に傷んでいたキャビンの全面改修、異常気象などにも
耐えうる施設、環境の創出のためのエアコン整備などに用いられました。皆
様のご協力により大規模補修が実行できたことに心より感謝申し上げます。

募金の活用およびYMCAからの拠出により、以下の内容を実施しましたの
で報告いたします。

●メインロッジの床と廊下の表面美装工事及びバルコニーの破損箇所補修
●ミシガンキャビン、モンタナキャビン、 ダッドレーキャビン、サンキャビン
　の改修
●メインロッジ、キャビンへの全室エアコン導入
● 施設内の高木伐採による景観整備と、枝葉の伐採による安全確保
● 浴室のボイラー設備取り換え

多くのお支えにより、今年の春から夏の利用者数は、過去��年で最高とな
りました。次の世代の輝く未来のために、キャンプ場の活用を通してこれから
も阿蘇地域の方 と々共にYMCAの使命の実現を図ってまいります。

（敬称略）

YMCA阿蘇キャンプ開設��周年募金のご報告とお礼
���周年に向けてさらなる歩みを

みんなで たのしく あたたかく　阿蘇カウントダウンキャンプ特別企画

■日 ➀����年��月��日（土）��時集合～����年�月�日（月）��時解散　�泊�日
➁����年��月��日（日）��時集合～����年�月�日（月）��時解散　�泊�日

■対 年齢不問　ご家族・ご親戚・お友だち・グループ
■費 ➀メインロッジ  �泊�日�食付 ��,���円（税込）

➁キャビン  �泊�日�食付 ��,���円（税込）
➂メインロッジ  �泊�日�食付 ��,���円（税込）
➃キャビン  �泊�日�食付 ��,���円（税込）
➄未就学児  �泊 �,���円（税込）
➅�歳以下  �泊 �,���円（税込）

■定 ��組��名
 場・問 YMCA阿蘇キャンプ（阿蘇市車帰���　Tel ����-��-����）
■申 Webページから必要事項をご記入ください。後日スタッフより連絡します。

毎年行われるこの「カウントダウンキャンプ」では、家族や仲間が集
い、年末年始を一緒に、楽しく、賑やかに過ごします。今回は特別に�
泊�日！凧あげ、年越しそば、カウントダウンパーティー、初日の出、お
せち、餅つき等の年末年始行事はもちろん、おもしろ自然遊びやクラ
フト等、阿蘇キャンプの魅力
をぎゅーっと詰め込んだ自由
参加型のプログラム。そして
専属シェフによる年末年始特
別料理でお腹も心も温まりま
す。ご家族・ご親戚での参加
はもちろん、お友だち、グルー
プでの参加も大歓迎です。

寄付者御芳名
個人

企業・団体・その他

輝きを取り戻したメインロッジの床 改修中のダッドレーキャビン
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　貧困をなくそう　　飢餓をゼロに　　すべての人に健康と福祉を　　質の高い教育をみんなに　　ジェンダー平等を実現しよう　　安全な水とトイレを世界中に　　エネルギーをみんなに そしてクリーンに　　働きがいも 経済成長も　　産業と技術革新の基盤をつくろう
　人や国の不平等をなくそう　　住み続けられるまちづくりを　　つくる責任 つかう責任　　気候変動に具体的な対策を　　海の豊かさを守ろう　　陸の豊かさも 守ろう　　平和と公正をすべての人に　　パートナーシップで目標を達成しよう
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世界YMCA／YWCA合同祈祷週「種から花へ」
ほほえみを忘れた人に
ほほえみを惜しまず与えよう

熊本YMCAの使命の中には、�つの具体的な
働きが記載されています。その中に、「平和な世
界」という項目があります。私たちのYMCAの働
きは、まさに平和をつくり出す働き人の育成と

いってもよいのかもしれません。平和は守るも
のではなく、つくり出すものだと思います。

渡辺和子シスターの日めくりカレンダーを毎
日見ていると、私たちにとって大切なメッセー
ジで溢れています。��日目の箇所には、「ほほ
えみを忘れた人にほほえみを惜しまずに与え
よう」とあります。ほほえみには、大切なメッ
セージがあります。「私はあなたを一人の人間、
かけがえのない人と見ていますよ」という好
意。それが、ほほえみを受けた人に、生きる自信
を与えるのです。私たちから見えないところで、
戦争や争い、多くの困難に直面している人たち
が苦しみの中にいます。絶望と苦しみ、憎しみ
が増幅する中で、私たちは無力感にさいなまれ

ます。ただひたすら平和の訪れと争いの終結を
祈るばかりです。そんな時、私はひとり、暗闇の
中で、目に見えない誰かに対して、ほほえみを
返しています。誰かはわかりませんが、暗闇の
中に、「光」が見えたような気になるからです。
私たちの世界は、闇に包まれようとしているの
かもしれませんが、暗闇の中でこそ、「光」が輝
き始めることを信じたいと想っています。

��月��日～��日は、世界YMCA/YWCA合同
祈祷週でした。テーマは、「種から花へ～手を取
りあって、希望と愛を育てよう～」でした。最後
まで、私たちは希望の灯を高く掲げ、ほほえみ
を惜しみなく与えながら、平和への祈りの時を
持ち続けましょう。在主

総主事　光永 尚生
おもいやりとやさしさ Vol.23

COM･PASSIONⅡ

��月��日（金）、熊本YMCA学院建築科が熊本
YMCA創立��周年記念を記念し、ホテルキャッスル
で大同窓会を開催しました。��年の歴史を誇る同
学科。同窓会は卒業生による実行委員会が準備し、
講師・職員を含めた���名が参加しました。

はじめに建築科同窓会副会長の三嶋統吾さんが
開会挨拶をし、続いて熊本YMCA学院の学院長であ
る光永尚生さんが熊本YMCAの創立から建築科開
設、東日本大震災や熊本地震での学生によるボラ
ンティア活動など、これまでの歴史を振り返る式辞

を述べて開会。熊本県副知事である木村敬さんに
よる来賓挨拶も行われました。

会場はあちらこちらで、思い出話や近況報告に花
が咲いている様子。最後に建築科同窓会会長であ
る坂口潤一さんが挨拶し閉会しました。

卒業生は建設会社社長、設計事務所社長、�級建
築士、�級建築施工管理技士などとしてそれぞれに
活躍。熊本の人々の暮らしを支える人材を輩出して
いることの責任を改めて感じる機会となりました。

熊本YMCA学院　吉田美華

企業と企業人の社会貢献を推進するYMCAフィ
ランソロピー協会が、��月��日（金）にKKRホテル熊
本で年次総会を開催しました。

第�部の総会では����年度事業報告及び決算報
告、����年度の運営方針及び予算の提案を行い、す
べての議案が承認されました。

第�部の講演会では「『こどもまんなか熊本』の実
現を目指して」と題して、熊本県健康福祉部 子ど
も・障がい福祉局子ども未来課課長の木村和子さ
んが講演。県内の少子化の現状を解説し、国や県の

取組みを紹介しました。また、「企業の皆様にお願
いしたいこと」として、こどもや若者、子育て世代の
視点に立った様々な取組みを実践することなどが
呼びかけられました。その後、グループに分かれて
行われた意見交換では、木村さんをはじめとする、
熊本県職員�名もグループに加わり議論が行われ
ました。

続いて、会員企業の参加者らによる会食・交流会
が行われ、笑顔あふれる和やかな会となりました。

 ICR　大塚永幸

共に社会貢献を　YMCAフィランソロピー協会年次総会

熊本YMCA学院　建築科卒業生が集合同窓会

夏から秋にかけて各センターがチャリティを目的
として行うYMCA祭。��月�日（日）にはYMCA本館
で前進祭を開催しました。

前進祭は熊本YMCA創立��周年を記念して開始
され、長い歴史と伝統を持っています。第��回とな
る今年は、�台のキッチンカーが来場したほか、熊本
YMC A学院の学生らによる食バザーや体験コー
ナーの出店が行われました。こども保育科による

「子育て広場わいわい」では、学生たちが来場した
子どもたちと遊びながら見守りをしました。そのほ

か、地域やワイズメンズクラブによる出店、前進祭
の定番「大鯛どっこい」も賑わいを見せました。

ステージ発表ではファッションショーが催され、
YMCA学院日本語科の学生らが自国の衣装を身に
まとって登場。YMCA学院本科の学生による歌唱や
テコンドー演舞等も行われ、会場は歓声に沸きまし
た。学生、留学生、会員、地域住民の垣根を越えて共
に楽しみながらチャリティに取り組む�日となりま
した。

YMCA本館　熊本四季子

楽しみながら皆でチャリティ　前進祭～地域と共に歩む��年～YMCA 祭

年次総会

グループでの意見交換の様子
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マタイによる福音書 �章�節
求めなさい。そうすれば、与えられる。探しなさい。そうすれば、
見つかる。門をたたきなさい。そうすれば、開かれる。

熊本YMCAの使命

▲
Facebook

共に生きる社会　生涯学習の推進　ボランティア活動
地球環境の保全　ウエルネス活動　平和な世界

行こう　見よう　深めよう

■日 日時     ■場 会場     ■内 内容     ■費 参加費     ■定 定員     ■条 参加条件     ■持 持ち物     ■対 対象      ■催 主催     ■締 締切     ■申 申込     ■問 問合せ    ■他 その他

楽しむ
×

年末募金

講演会
×

祈祷会
チャリティプログラム

冬休みスポーツスクール&
ウィンターキャンプ
お申込み受付中

水泳・体操・サッカー・プライベートレッスンなど
（みなみ・ながみねファミリー・むさしセンター）

雪遊び・スキー・クリスマス＆お正月・えいごキャンプなど（日帰り～�泊�日）

熊本バンド
結盟���周年記念行事を開催

熊本洋学校で教師ジェーンズの薫陶を受け、花岡山でキリスト教
を奉じ、この教えを日本全国に宣布しようと結盟し、その後「熊本バン
ド」と呼ばれた青年たち。日本におけるキリスト教プロテスタントの源
流の一つとなった「熊本バンド」の結盟���周年を記念して、早天祈祷
会を開催します。

講演会
■日 �月��日（月）��:��～��:��
■場 日本基督教団熊本草葉町教会（熊本市中央区草葉町�−��）
 テーマ 愛と自由に生きた人々

早天祈祷会

東部センター　クリスマス礼拝＆コンサート
■日 ��月��日（土）礼拝��:��～ コンサート��:��～
■場 YMCA東部センター（中央区帯山）
■内 礼拝／日本バプテスト連盟東熊本キリスト教会牧師 三上充さん
コンサート／シュモ（Vocal）、猿渡幸（ピアノ）、シンディ（ヴァイオリン）他
■費 無料　※献金および募金のご用意をお願いします。 　■問 Tel ���-���-����

むさしセンター　ALL おたのしみデイキャンプ
■日 ����年�月��日（日）　■場 YMCAむさしセンター（合志市幾久富）　■内 プールで水あ
そび、体育室で運動あそび、英語あそびなど、むさしセンターのコンテンツをフルに活
用してリーダーたちと遊びます。     ■費 �,���円　■問 Tel ���-���-����

チャリティプログラム

■日 ����年�月��日（日）
■場 みなみセンター（熊本市南区田迎）、ながみね
ファミリーセンター（熊本市東区長嶺南）
■問 Tel ���-���-����（共通）

スポーツ体験、ゲーム、バザーなど、拠点ごとに趣
向をこらしたプログラムをご用意しています。詳細
はお尋ねください。
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「こども 若者 国際協力」をテーマに��月から翌�月まで取り組んで
いる年末募金の一環として、様々な取組みを企画しています。

■日 �月��日（火）�:��～�:��
■場 花岡山山頂　熊本バンド奉
教之碑前（※雨天決行）
 奨励 命を受ける
 講演会講師・早天祈祷会奨励
村上みかさん
同志社大学神学部教授。同キリスト
教文化センター所長。日本ルター学
会理事長。専門は歴史神学・宗教改
革史。
※講演会と早天祈祷会はYouTubeでLIVE配信をし
ます。LIVE配信・献金方法の詳細は、熊本YMCAの
Webサイトでお知らせします。　■問 Tel ���-���-����

スポーツ

キャンプ


